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1	 研究の背景と目的	
幼児教育の基軸である保育内容5領域の1つ
「表現」は、子どもの感性や表現について示した
ものである。この表現の内容には、生活の中で感
じる音や形といった様 な々素材を感じることや、自
己の表現の工夫の楽しさについて触れられており、
子どもの周りの生活環境がいかに子どもの表現を
刺激し、感性を育む重要な役割をしているのかを
文面から読み取ることができる。さらに、平成29年
度に告示された幼稚園教育要領では、新たに「幼
児期の終わりまでに育ってほしい姿」に関する10
項目が明示され、その中の1項目である「社会生
活との関わり」では、以下のように記載されている。
「（中略）、幼稚園内外の様 な々環境に関わる
中で、遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情
報に基づき判断したり、情報を伝え合ったり、活用
したりするなど、情報を役立てながら活動するよう
になるとともに、公共の施設を大切に利用するなど
して、社会とのつながりなどを意識するようになる。」
これは、園生活だけが子どもの教育及び成長
に重要ではなく、子どもや園を取り巻く地域を含め
た社会が子どもの成長における資源であると考え
ることができる。特に子どもの表現活動において、
子ども同士の表現の共有、先生対子どもの間で
行われる表現のやりとりに加えて、施設やモノといっ
た物的環境の資源や、芸術家や表現者といった
人的環境の資源である社会や地域と関わること
の重要性は言うまでもない。しかし、このような連
携が重要でありながら、日常的に園で地域と関わ
りながら取り組みが実践されているわけではない。
お祭りに代表される季節の行事で地域と関わりを
持っているものの、それらはやや慣例化している。
しかし、こういった地域との取り組みが子どもたち
の表現や感性にどのような変化をもたらすのかに
ついて明らかにすることで、保育現場における子ど
もたちの表現活動と、地域との有効的な関わり方
を見出すことができるのではないだろうか。
以上のような問題意識のもと、本研究では、保
育の表現活動の中でも、音楽活動に焦点を当て
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ながら、保育士へのインタビュー 調査をもとに、保
育現場での課題を明らかにしていきたい。
2	 研究の方法	―事例検討―		
本研究では、保育現場の具体的な実践例をも
とに課題の分析および考察を行うため、現役保
育士個人への聞き取りを実施した。
1）事例対象
鳥取県内の児童センターに勤務している保育
士Aさんに調査協力を依頼し、承諾のもと実践事
例を対象として取り上げ、分析および考察を行った。
Aさんは児童センター で9年、正規職員として勤務
しており、放課後児童クラブと、併設している幼保
連携型認定こども園の音楽活動の担当、そして同
児童センターで未就園児の親子が遊びにくる子
育て支援センター の音あそびを担当している。なお、
以下の本調査についてAさん本人及びAさんの
所属勤務先について、研究として内容を公表する
ことの承諾を得ている。
2）聞き取り方法及び質問項目
調査は2017年9月8日に実施、以下の項目につ
いて質問をした。（図1参照）
①所属
②勤続年数・勤務形態
③資格取得
④担当クラス
⑤地域と関わりのある活動内容
⑥⑤を通じて子どもたちの変化や効果
⑦⑤を通じて保育者側の変化や効果
⑧⑤を通じて課題と感じること
⑨園の方針や地域における位置づけ
図1．聞き取り内容の質問項目
上記の聞き取り内容の項目に加え、聞き取りの
最中に質問と関連した内容について深く聞き取る
ため、新たに質問を行うなど、流動的に質問を付
け加える方法をとった。
3	 聞き取り調査の
	 結果および考察	
本節では、Aさんの聞き取り内容をもとに、本研
究のテーマと関連の深い以下の4項目に着目し、A
さんとの会話内容を引用しながら考察する。なお、
Aさん本人の発言については「」内のものとする。
①地域と関わりのある音楽活動の内容
②地域での音楽活動を通しての子どもたちの
様子や変化
③地域での音楽活動を通しての保育者側の様
子や変化
④地域での音楽活動を通しての課題
1）地域と関わりのある音楽活動の内容
まず、Aさんの所属する児童センター は前述した
ように、学童保育や幼保連携型認定こども園といっ
た施設も運営されており、地域の誰もが訪問でき、
毎週土曜日に保育内容領域に関連する活動に取
り組んでいる。その中でも特に、児童センター での
活動が音楽活動を通した地域との関わりが深い。
「児童センター で地域の人との交流を含めて
年1回コンサ トーをしている。内容は、クリスマス
にするのが多いため、私（Aさん）を含めた音楽
グル プーで演奏をして、子どもたちとふれあい遊
びのようなものをしており、地域と関わることをメ
インにしている。」
このコンサ トーでは、音楽を聴く鑑賞型だけで
はなく、親子で一緒にリズム遊びをしたり踊る場面
も取り入れる参加型の方法を実施しており、50人
から60人が参加する。参加者の中には親子のみ
ならず祖父母と子ども、地元とは関係のない方や
普段センター を利用してない人も来る。また、地域
の方を招く一方で、センターを利用する子どもの
保護者あるいは地域の演奏家にも関わってもらう
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機会もある。しかし、このコンサ トーでは子どもが
発表をする場面は設けていない。
「子どもが発表する場は、児童センター として
はせず、こども園で発表する場がある。それは
地域ではなく、保護者向けで通常のこども園の
発表会。」
このようにコンサ トーは子どもにとって「発表する」
という緊張感のある時間ではなく、音楽を「聴き」、
音楽で「楽しむ」時間を持つというねらいのコンサー
トであることが分かる。
2）地域での音楽活動を通しての子どもたちの様子や
変化
Aさんが関わる子どもたちは、普段から音楽が
好きな子は多く、コンサ トー後には以下のような様
子が見られる。
	　・	コンサ トーで聞いた曲を弾いてみたい
	　・	さりげなく曲を口ずさんでいる
	　・	やったものを真似してみる姿もある
	　・	またやりたい、いつやるの？といった声もあが
る
Aさんは、このような子どもたちの変化だけでは
なく、一緒にコンサ トーの時間を共有している保
護者にも変化を期待している。
「特に、小さい子はお母さんも一緒に楽しん
でもらう。子どもだけが楽しむのではなく、お母さ
んが一緒に楽しんでもらって、子どもも一緒に楽
しんで、というのがいろんな引き出しが広がると
ころにつながる。
園生活に入ったら、対先生、対お友達、そこ
からだんだん遊びなどで、ル ルーや決まりがあり、
社会の中に出ていき、広がっていく。その根本
は親子なので、その親子にいかに音楽を楽しん
でもらえるか、というのがこのコンサ トーをやる意
味でもある。なので、子供がどう変わったという
だけではなくて、親子でどう感じてもらえたかとい
うのが、親子コンサ トーは大事かなとやりながら
思っている。」
また、前述したように、子どもたちの知っている
人や保護者が演奏に参加することもあるため、子
どもと保護者の相互の刺激がコンサ トーを通して
行われている。
「子どもにとってはいつもと違う先生の姿が見
られて、お互いいい刺激になっている。お母さ
ん達も発表してくれたりして、子どもがお母さん
の足の周りにいる状態で発表している。」
3）地域での音楽活動を通しての保育者側の様子や
変化
次に、保育者側の変化としては、Aさんが入っ
てからは音楽の活動が継続して行われるようにな
り、社会とどう密着していくのかという児童センター
の狙いを担うかたちでコンサ トーを開催している。
また児童センター だけではなく、こども園全体として
も音楽に関する研修（音楽療法の先生の訪問な
ど）を取り入れたり、子どもの音楽活動に対する考
え方にも変化がみられる。
「発表会は発表会で頑張るけれど、日々 の積
み重ねというか、日 ど々ういうことをしていくか。
難しい合奏をするための練習ではなく、発表す
るのはそれまでやってきた経験をふまえた活動
を発表会で取り入れる。」
以上のように、子どもの日常的な音楽を感じる
姿に着目しながら、発表会の計画を立てる視点は、
保育士自身の意欲にもつながってくる。
「保育士の中でピアノが弾けない、やり方が
分からない方が多い。そのため、一応専門的
に学んでいる職員（Aさんも含め）が、「こういう
のはどうかな」というのを考えて、クラスでやって
いる。
子どもが、その活動で楽しんだり、喜んだりっ
ていう姿を見ると、「やっぱりもっとしたい」「じゃ
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あ月1回だった音楽の時間を月2回にしよう」と
か私（Aさん）が音楽の活動に入らないときも、
苦手な先生のクラスの中でも音楽をやっていき
たい、となってきた。」
また、保育者側の視点として、Aさん自身も音楽
と子どもの関係について改めて意識するようになっ
た。
「リトミックのような活動の中でも、子供が聞く
ことで集中する力がついているとかともだちと一
緒に手を合わせましょう、合奏しましょうでも、協
調性につながるのかななど、その１つ１つがすご
く意味のあるものだと改めて思う。
音楽に興味を持ってもらいたいというのはあ
るが、音楽的な能力を引き伸ばしてあげたいと
よりも、その子の人間性を広げるために音楽を
使い、音楽を通じて、集中力や表現力や協調
性だったり、いろんな決まりを守ることだったり、そ
ういうものを広げてあげたい。」
4）地域での音楽活動を通しての課題
Aさんは、園生活の音楽活動の大きな課題に
「子どもの反応」をあげている。音楽の活動を実
践した後、担任と「これって子ども達イメー ジしにく
かったのかな」と振り返りながら次への活動の準
備をしている。一方で、児童センターで行う地域
に向けてのコンサ トーについては、決まった来場
者が多く、それをいかにどう地域に広め、発信して
いくのかを課題にあげている。
また、施設全体と地域との関わりについては、
近隣の短大生が訪問発表をしたり、子どもと関わ
りを持つ機会もあるが、それらが常態化されてい
るわけではない。
「地域とのかかわりは大事にしているけど、そ
う多くかかわっているわけではない。かかわろう
としても難しいのが実情。」
5）聞き取り内容の考察
今回の調査対象であるAさんが児童センター
の勤務にあたり、さらに音楽的な専門性を兼ね備
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図2．保育現場における地域と関わりのある音楽活動の概念図（筆者作成）
えていることから、コンサ トーという形で地域と、あ
るいは子どもと関わりながら音楽活動について展
開していることが特徴的であった。また、子どもに
なじみのある地域の人材確保について検討をし
ながらも、親子の関係を重視しながら相互に刺激
をし合える工夫を検討されていた。そういったAさ
んの考えが、図2にみられるように、地域と関わり
ながら子どもと保護者間、そして子どもと先生間の
中で相互の刺激により、音楽活動への意識へとつ
ながっていったのではないだろうか。しかし、Aさ
ん自身も課題として取り上げていたように、継続的
な地域との関わりが十分ではないため、その行事、
あるいは活動が一時的なイベントとして終わってし
まっている状況もある。また、それらが日々の園生
活との保育内容とどのように関わりを持ち、有効的
な位置づけとして地域との活動を取り入れるのか
課題が残る。この課題の要因としては、経済的な
理由や人材確保の面、あるいは保育の中での時
間的な制約などが考えられる。そして一番の理由
として、保育現場において地域とどのように関わり
ながら表現活動を展開していくべきかといった視
点が必要なのではないだろうか。
4	 音楽活動にみる子どもと
	 地域との関わり	
Aさんが行っている音楽活動の1つであるコン
サ トー活動では、地域との連携について重点が置
かれており、コンサ トーに来場した地域の人（地域
の来場者、または演奏家）と子どもたちが関わりを
持てるのが特徴的である。その関わりは、親子か
ら始まり、子どもと保育者、子どもと地域の人 と々の
コミュニケーションが音楽を介して行われている。
さらには、それらが相互の刺激となり、日常生活の
音楽活動においても保育者が子どもの音楽表現
について見つめ直すきっかけとなっている。
しかし、子ども側の意識についてはどうだろう
か。子ども自身の保護者、あるいは先生が普段と
は違った姿で音楽表現に取り組む姿を見て、日
常の保育で豊かな表現につながっているだろうか。
まず、今回の事例のようなコンサ トー活動は、園生
活での非日常的で一時的なイベントである。この
一時的な音楽体験を、子どもが自主的に豊かな
音楽表現として展開するためには、周りの保育者
が、このコンサ トー活動と日常的な音楽活動とをど
のようにしてつながりを持たせるのかが重要では
ないだろうか。Aさんの聞き取り調査で、コンサー
トを体験した後の子どもの事例があげられたよう
に、「またしたい」「歌を口ずさむ」といった自発的
な子どもの姿が遊びの中で継続的に音楽表現と
して展開されるためには、園内の様 な々環境構成
の見直しはもちろんのこと、保育者自身が多様な
視点を持ち、音楽活動に対して柔軟に考えなけれ
ばならないといえる。
一方で地域の演奏家との関わり、あるいは音
楽体験は、子どもたちの音楽表現が豊かになる重
要な文化資源であり、子どもと社会をつなぐ機会
である。そういった機会を、非日常体験として留め
るだけではなく、子ども自身が、園や子どもを取り巻
く地域を含めた社会に興味関心を抱き、社会とつ
ながりを感じられるよう、コンサ トーの機会を活用
して、地域と有効的な関わり方を見出していかな
ければならない。子どもが音楽を介しながら他者
と関わり、成長していく有意義なものであるからこそ、
保育現場において地域との連携について見直し、
その効果を検証していかなければならないのである。
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